
イベント参加の際は
事前に確認を

今号に掲載のイベントなどは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止･延期となる場合があります。詳細は、各主催団体にお問
い合わせください。また、参加の際はマスクの着用や手指の消毒にご協力ください。問秘書広報課☎7150－6063 ID 1024371

ごみ処理が非常事態ですごみ処理が非常事態です
ごみの減量化･資源化･分散排出にご協力ください

  10月11日、クリーンセンターのごみ焼却炉設備に不具合が発生
し、令和４年２月末ごろまで、焼却炉が１基使用できなくなりました。
　焼却炉は３基あり、通常時は２基運転を基本としているため、現
時点では問題ありませんが、年末は、ごみの排出量が増えること
から、市内で発生するごみの収集や燃やすごみなどの処理に影響

が生じる恐れがあります。
　今号では、家庭でできるごみを減らす方法などを紹介します。
市民の皆さんには、ご迷惑おかけしますが、今一度ごみの減量化･
資源化･分散排出にご協力ください。
■問クリーンセンター☎7157―7411

クリーンセンター燃やすごみピットの様子

通常時の様子 11月下旬の様子

急増！急増！急増！急増！

12月は市内で約300㌧ごみの排出量が増えます
　例年12月は大掃除をする家庭が多いため、
11月と比べてごみの排出量が増加します。
　現在、焼却炉が1基使用できないことから、ご
みの増加に備え、緊急的に一部のごみ処理を近
隣市(柏市)や民間事業者に委託しています。
　緊急的な対応を行っている中では、ごみの回
収ルートの一部に変更が生じる場合があります。
市民の皆さんには、必ず朝8時30分までに集積
所へごみを排出していただきますよう、今一度ご
協力をお願いします。

11月
  2,463㌧ 令和２年

12月
  2,748㌧

2面で、「家庭でできる」ごみを減らす
４つの方法を紹介します

家庭から発生する
「燃やすごみ」「粗大ごみ」「燃やさないごみ」の量

300㌧をごみ収集車の積載量に換算すると・・・
約３００㌧増！約３００㌧増！約３００㌧増！約３００㌧増！

に相当します×約100台分約100台分約100台分約100台分

人口・世帯（    ）内は前月比／前年同月比
（＋ 472／＋ 4,259）合計＝

男 ＝100,829人
204,957人

 （＋ 202／＋ 2,062）
女 ＝104,128人  （＋ 270／＋ 2,197）  
世帯＝ 85,636世帯  （＋ 165／＋ 2,279）
予算
一　般　会　計  ＝ 753億4,235万9千円
特別・公営企業会計 ＝ 441億1,818万4千円

市の人口と予算  〈12月1日現在〉

No.1626

 ☎04-7158-1111（代表）  FAX 04-7150-0111  URL https://www.city.nagareyama.chiba.jp/
〒270-0192  千葉県流山市平和台1-1-1毎月1日・11日・21日発行 ●発行／流山市 ●編集／秘書広報課

令和3年



「家庭でできる」ごみを減らす4つの方法

年末年始を避けたごみの分散排出を

①生ごみはしっかり水切りを ②紙類は資源ごみに分別する
　紙類には、新聞紙･雑誌･段ボール･紙パックのほかに、リサイクルできる
さまざまな「雑紙」があります。主な雑紙は、お菓子やティッシュペーパーな
どの紙箱・はがき・パンフレット・シュレッダーした紙
などです。
　これらの雑紙を含む紙類は、できる限り燃やすご
みで出さずに、紙類として分別し、「資源ごみ」の日
に排出してください。

③プラマークのついた容器などは資源にする ④剪定枝はエコセンターへ
せん てい

ざつ がみ

　容器包装プラスチックで回収されているものの中身には、生ごみが混入
したものが多く見受けられます。この状況では、悪臭が発生するだけでなく、
資源物として再利用できません。
　プラマークのついた容器などは、でき
る限り生ごみを取り除き、容器を軽くす
すいでから「容器包装プラスチック類」の
日に排出してください。

　家庭から排出される剪定枝を市民の方が森のまちエコセンターに持ち
込む場合、無料で受け入れます。森のまちエコセンターで受け入れた剪定
枝は、センター内でたい肥化して、希望される市民の
方に無料で配布し、再利用しています。剪定枝は、で
きる限り燃やすごみで排出せず、森のまちエコセン
ターにお持ち込みください。　
■問森のまちエコセンター☎7154－5736

　環境省の資料によると、生ごみの重さのうち8割以上は水分の重さであ
るといわれています。生ごみを出すときは、水分をよく切りましょう。しっか
り水切りをすることは、悪臭や腐敗を防止するだけ
でなく、ごみの排出量を減らすことにつながります。
　なお、水切りすることで、焼却炉でごみを燃やす
際に必要な化石燃料（石油）の使用を減らすことも
できます。

　年末年始は、クリーンセンターへのごみの搬入が大変混雑します。昨年、ごみを自己搬入された方の中には、
最大2時間程度お待ちいただいた方もいらっしゃいます。大掃除などで出た粗大ごみや燃やさないごみは、
できる限り年末年始を避け、ごみの分散排出にご協力をお願いします。
■問クリーンセンター☎7157―7411

　高齢者の方の学びの場、仲間づくりの場「ゆうゆう大学」の第11期生を募集します。詳
細は、市ホームページまたは各公民館、市役所で配布する入学案内をご覧ください。
▷受講期間＝令和4年4月～令和6年1月
▷講座実施時間＝主に9時30分～12時
内教養科目と選択科目、合同講演会　対市内在住の65歳以上の方で受講期間中継続し
て学習する意欲と体力のある方※県の生涯大学校に所属の方は不可　定420人(初めて
入学する方を優先)　費1万円(交通費、材料代別途)　申12月20日から文化会館などで
配布する応募用紙に必要事項を明記の上、1月31日(必着)までに〠270－0176流山市加
1－16－2文化会館へ郵送または持参。説明会(別表)での申し込みも可※結果は2月15日
までに通知

【ゆうゆう大学説明会】

問文化会館☎7158－3462　 1014890

市役所が電気設備点検に伴い停電となるため、防災行政無線による12月19日㈰16時のメロディ放送は流れません。
問防災危機管理課☎7150－6312

夕方のメロディ放送を
停止

　　　　　ゆうゆう大学第11期生を募集1月31日まで

令和2年国勢調査の確定値が公表
本市は全国792市で1位の人口増加率

流山市ブランディングサイト
「ながれやまStyle」をオープン

流山の魅力をつくりだす方々を紹介

流山市安心メールの登録をサポート
1月20日に個別説明会を開催

健康を支える栄養学講演会
病は無知から長寿は食事から

　11月30日に、総務省統計局から令和2年国勢調査の人口等基本集計結果が公表され
ました。前回調査の平成27年国勢調査から令和2年国勢調査までの5年間で、本市の人
口増加数は25,476人で、増加率は14.6％でした。
　なお、本市の人口および世帯数の確定値は次のとおりです。
▷人口＝199,849人（前回平成27年調査174,373人／25,476人増）
▷世帯＝83,115世帯（前回平成27年調査70,802世帯／12,313世帯増）
問企画政策課☎7150－6064　 1008428

　流山市ブランディングサイト「ながれやまStyle」(＝二次元コード)を
オープンしました。同サイトでは、自分に合った、自分らしい暮らしを楽し
むライフスタイルの数々を紹介していきます。
　アイデアをカタチにする起点、オンラインコミュニティ

「Ｎの研究室」も今後サイト内にオープンする予定です。こ
ちらもご注目ください。
問マーケティング課☎7150－6308

　流山市安心メールは、災害や新型コロナウイルスワクチン接種など緊急性の高い情報
をいち早くお知らせするサービスです。市では、登録方法が分からない方向けに個別説明
会を実施し、登録をお手伝いします。ぜひこの機会に登録してみませんか。※迷惑メール
防止対策をしている方は、事前に受信できるドメインに「anshin-bousai.net」を追加してく
ださい。設定方法が分からない場合は、各種携帯電話会社などにお問い合わせください。当
日、迷惑メールの設定・変更などはできません。
日１月20日㈭14時～16時　所南流山センター　費無料　申不要
問コミュニティ課☎7150－6076

　健康を支えるためには正しい食生活を実践することが大切です。健康でいるために必要
な4つの基本を、医師でNPO法人ヘルスプロモーションセンター理事長の佐藤和子さんに
分かりやすくお話ししていただきます。なお、会場には、手話通訳・要約筆記があります。
日1月22日㈯10時～12時(9時30分開場）　所生涯学習センター(流山エルズ)
定150人(多数抽選)　費無料　持1月12日ごろに送付する入場はがき
申はがきに参加希望者全員の氏名、住所、電話番号を明記の上、1月5日(消印有効)まで
に〠270－0132流山市駒木552－2「NPO法人健康を育てる会・流山　講演会申込み
係」へ郵送※未就学児の一時保育を希望する方は、はがきにその旨も明記
問「NPO法人健康を育てる会・流山」・佐藤☎080－5643－2779
保険年金課☎7150－6077

1030960

期　日 時　間 場　所
1月11日㈫

9時30分～11時
（9時開場）

中央公民館
1月12日㈬ 東部公民館
1月13日㈭ 初石公民館
1月14日㈮ 南流山センター
1月17日㈪ おおたかの森センター
1月18日㈫ 北部公民館
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　掲載を希望する方は､掲載申込書(一部の市
内公共施設に備え付け､市ホームページから
ダウンロードも可)を､秘書広報課へ提出して
ください｡なお､イベント掲載希望者は､掲載希
望号の１カ月前までに提出してください。
問秘書広報課☎7150－6063　 1007526   

イベント
■クリスマス気分で! おしゃべり笑いヨガ♪
(笑いヨガ de PPK in 流山主催)=12月14日
㈫9時30分～11時、生涯学習センター(流
山エルズ)。500円※要申し込み問事務局
waraiyogadeppk@gmail.com
■健康講座 血管若返り講座(NPO法人南天
の木主催)=12月18日㈯10時～13時、南
天の木(江戸川台西2)。500円、食事付き
1,000円※要申し込み問宮﨑☎090－8517
－0232
■楽しいフリマ｢市の谷の市｣(円東寺主催)=12
月19日㈰10時～13時、円東寺(市野谷)。無
料※荒天中止問増田☎7150－1313
■流山フィルハーモニー交響楽団第58回定
期演奏会(市教委後援)=12月19日㈰14時～
15時30分、文化会館。1,000円問 小林☎
090－8744－1570
■クリスマス風deマタニティヨガ＆赤ちゃ
んと一緒におしゃべり産後美ヨガ♪(赤ちゃ
んと一緒に流山de美ヨガ＆マタニティヨガ
♪主催)=12月21日㈫13時30分～15時、十
太夫福祉会館。1,000円※要申し込み問事
務局 biyoga8@gmail.com

サークル
■(一社)日本スポーツウエルネス吹矢協会流山
市フジタカ支部＝毎週月～土曜、主にキッ
コーマン アリーナ※詳細はお問い合わせく
ださい問西川☎090－7567－3701
■エアロビクス　カメリア(高齢者向けエア
ロビクスとストレッチ)＝月3回水曜10時45
分～11時45分、主にさわやかちば県民プラ
ザ(柏市)問小平☎090－6136－3458
■北部カラオケ友の会＝第1･3月曜12時～
15時、主に北部公民館問千葉☎090－8878
－2088
■中途失聴者･難聴者の会＝第2･4月曜10時
～12時、主に生涯学習センター(流山エル
ズ)問佐沼☎080－5504－4453
■流山市｢深川｣｢かっぽれ｣踊りを楽しむ会
＝第1～3水曜9時～10時30分、主に初石公
民館問中村FAX 7154－1362
■女性のためのフィットネスサークルKBC
＝毎週金曜9時30分～11時、主に南流山福
祉会館問庄司☎7159－4852
■(一社)SFS合奏団(青少年弦楽合奏育成、海外
文化交流)＝主にスターツおおたかの森ホー
ル※詳細はお問い合わせください問植田☎
090－5402－6353
■おおたかの森お囃

はや
子
し

会(祭り囃子、獅子
舞、ひょっとこ踊り、神楽踊り)＝第1～3木
曜9時～10時30分、主に十太夫福祉会館問
中村☎090－4746－0093
■マードレ･コール(女声コーラス)＝毎週木
曜10時～12時、主に東部公民館問 窪薗☎
7144－8320

しみんの伝言板

講座
★森の図書館の講座・イベント

①ギャラリーガラスケース展示
利根運河の撮っておき! インスタグラム
写真コンテスト
　利根運河交流館によるインスタグラ
ム写真コンテスト｢利根運河の撮ってお
き!｣に投稿された作品のうち、｢いいね｣
数が多かった上位5作品･特別賞1作品
の計6点と利根運河紹介資料を展示しま
す。
日12月16日㈭～28日㈫9時～17時(16
日は14時から、28日は13時まで。月曜
休館)
費無料
申不要

1032656
②古文書講座
やさしい古文書入門(全2回)
　江戸時代に書かれた毛筆のくずし字を
読むためのコツを分かりやすく解説しま
す。
日❶1月15日㈯、3月12日㈯13時～15
時❷1月22日㈯、3月19日㈯13時～15
時※❶❷の内容は同じ
講東京堂出版編集長･小代渉さん
定各30人(先着順)
費各1,000円
申12月12日10時から電話

1032657
【共通事項】

所森の図書館
問森の図書館☎7152－3200

会議
★市民参加推進委員会

日12月17日㈮10時から
所市役所

内 市民参加制度の運用ルールの見直し
について
問コミュニティ課☎7150－6076

★国民健康保険運営協議会

日12月17日㈮13時15分から　
所市役所
内 流山市国民健康保険事業財政健全化
計画中間評価について　ほか
問保険年金課☎7150－6077

★都市計画審議会

日12月24日㈮14時から
所市役所
内①用途地域の変更②高度地区の変更
③防火地域および準防火地域の変更
④平和台1丁目地区の地区計画の決定
⑤生産緑地地区の変更⑥景観計画の変
更について
定10人(先着順)
申不要
問都市計画課☎7150－6087

その他
★門松カードを配布

　12月10日から、正月用の門松カード
を配布しています(なくなり次第終了。
市ホームページからダウンロードも
可)。
▷配布場所＝市役所みどりの課、各出張
所、各公民館、各福祉会館※閉庁･休館
日は市役所守衛室で配布。自治会などを
通じた各戸への配布は行いません。
問みどりの課☎7150－6092

1002347

★おもちゃ病院

　おもちゃドクターが壊れたおもちゃを
修理します。当日来られない方は、事前
におもちゃをお預かりします。

日12月15日㈬9時～11時30分
所おおたかの森センター
費無料(材料代がかかる場合あり)
申不要
問おおたかの森センター☎7159－7031

★は市または指定管理者などの主催のもの

選挙人名簿登録者数の公表
　公職選挙法に基づく12月1日現在
の選挙人名簿の登録者数は162,890
人(前回比589人増)です。男女別で
は、男79,756人、女83,134人と
なっています。
　この選挙人名簿の登録は、正確
な有権者数を把握するため、年4回
行っているものです。
問選挙管理委員会事務局
☎7150－6100　 1032918

第395回サロンコンサート
▶日時＝12月17日㈮12時15分～12時45分
▶場所＝文化会館※いつもと場所が異な
ります。
▶テーマ＝｢弦楽四重奏｣～もうすぐクリ
スマス～
▶曲目＝クリスマス協奏曲Op.6-8よりパ
ストラーレ／コレルリ、ヴァイオリン協
奏曲集｢四季｣より冬 第２楽章／ヴィヴァ
ルディ、｢アナと雪の女王｣より ありのま
まで／ロペス、ジングルベル～サンタが
街にやってくる・きよしこの夜～ホワイ
ト・クリスマス／松原幸広編曲 ほか
▶出演＝脇野真樹、中田理奈(バイオ
リン)、野原圭子(ビオラ)、城戸春子
(チェロ)
▶費用＝無料
問流山市音楽家協会･橘☎7158−4543

1001708

「新
しん

鮮
せん

食
ぐ

味
み

」開店10周年の感謝祭を開催
日ごろの感謝を込めて

子ども創作教室 木の工房
第10回紙飛行機競技会

木の図書館・東部公民館共催

ボディーメーキング講習会(全8回)
ワンランクアップの自体重トレーニング

　日ごろのご愛顧に感謝して、農産物直売所「新鮮食味」で感謝祭・抽選会を開催します。
当日は、1,000円以上お買い上げの方にお米をプレゼントするほか、抽選会(抽選券は12
月17日までに500円以上お買い上げの方へ配布※なくなり次第終了)を行います。
日12月18日㈯9時30分～12時30分　所新鮮食味(コミュニティプラザ内)
問新鮮食味☎7155－7015(月曜定休)

　器具を使わない自体重トレーニングで筋
力アップを目指します。
日1月18日･25日、2月1日･8日･15日･22日、
3月8日･15日の火曜13時30分～14時30
分
所コミュニティプラザ　定15人（先着順）
費4,000円　持動きやすい服装、マスク
申電話または直接窓口へ
問コミュニティプラザ☎7155－5701

　へそヒコーキ改良型と、いか型の紙飛行機
を作ります。作った後は、みんなで遠くまで飛
ばしてみましょう。
日1月22日㈯13時～14時30分
所東部公民館
対小学生※保護者同伴であれば3歳から可
定25人(先着順)
費無料
持動きやすい服装、マスク
申12月12日10時から木の図書館に電話または直接窓口へ
問木の図書館☎7145－8000　 1032553

新春お楽しみ演芸館
初石公民館で開催

　今年は獅子舞や大黒舞、漫談、落語、二
に

胡
こ

演奏、ミニコンサートを行います。初石公民
館恒例の新春お楽しみ演芸館で新年を迎え
ましょう。
日1月8日㈯13時～16時(12時30分受け
付け)
所初石公民館　定100人(先着順)
費500円　持マスク　申電話
問初石公民館☎7154－9101
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流山市初！

外国出身人権擁護委員ヘンリーの

「私が流山で活動するワケ」

　アメリカ出身で名門ハーバード大学を卒業。その後、
日本の商社や生命保険会社などの人事畑を歩み、障
害者や外国人の採用にも携わる。令和２年10月から
流山市の人権擁護委員になる。
■問市民相談室☎７１５8－1616

　私はアフリカ系アメリカ人でしたが、現在は日本に
帰化し、流山市に住んでいます。アメリカに住んでい
た頃は、まさか日本に住むことになるとは想像してい
ませんでした。
　では、なぜ私が今ここに住んでいるのでしょうか。
理由は「違い」です。アメリカで育った私は、自分と周
りの人との間に「違い」があることを感じていました。
アフリカ系アメリカ人は、アメリカの全人口の約１０%
しかいません。私が育ったウェストバージニア州では、
さらに少なく、学校で１クラスに１～２人しかいません
でした。そのため、私は周りとの「違い」を感じていまし
たし、周りからも「違う」扱いを受け、いつも孤独を感
じていました。そうした経験から、世の中の誰もが自
分と同じような気持ちにさせられるべきではないと考
えるようになりました。
　１９８０年代になると、アメリカ人は成長する日本経
済を背景に、日本がアメリカを支配するようになるの

ではないかという恐怖を覚え、「ジャパンバッシング」
を起こすようになりました。そのような中、1992年に
日本人留学生がアメリカ人に射殺される事件が発生
しました。一般的なアメリカ人は、この事件にそれほど
ショックを感じていませんでした。しかし、私はとても
ショックでした。なぜかというと、学校の歴史の授業で
習った黒人に対するリンチ事件を思い出させられた
からです。当時、黒人が殺されても、一般的なアメリカ
人はそれほど気にしなかったのです。
　その時、私は自分自身にいつか日本に行って、そこ
に住む人に伝えようと誓いました。「あなた方の命は
とても大切です。私たちは同じチームメイト（お互い平
和に暮らそうと願う同じ人間）です」と。
　若い頃は周りとの違いを感じ続けましたが、その経
験が今の自分の仕事に対する原動力になっています。
私の仕事は、日本という国、そして流山市で、誰ひとり
孤独を感じたり、周りと違うと思ったりすることがない
ような国や街にすることです。

ヘンリー･シールズ

第1回　日本に来た理由

ワクチン接種状況
（12月5日現在）

全体 174,504人

46,689人

127,815人

対象者 1回目接種数／率 2回目接種数／率

65歳以上の方

(＋670人／＋0.4ポイント※)
156,187人／89.5％

(＋1,620人／＋0.9ポイント※)
153,281人／87.8％

(＋18人／＋0.1ポイント※)
45,082人／96.6％

(＋41人／＋0.1ポイント※)
44,741人／95.8％

(＋652人／＋0.5ポイント※)
111,105人／86.9％

(＋1,579人／＋1.2ポイント※)
108,540人／84.9％64歳以下の方

※前回(11月25日)比

約2年ぶりにリアル開催

森のマルシェ・ド・ノエル森のマルシェ・ド・ノエル

　新型コロナウイルスの影響により、昨年度から中止してきた森のマルシェが、
この冬「森のマルシェ・ド・ノエル」より約2年ぶりに復活します。
　クリスマスマーケットには、雑貨販売や手作りワークショップ、グルメもテイクア
ウト限定でクリスマスらしいメニューが並び、約20万球のLEDイルミネーション
が皆さんをお出迎えします。ご家族やご友人と一緒にお楽しみください。
■日12月18日㈯11時～17時
■所森のまち広場（流山おおたかの森駅南口都市広場）

■問マーケティング課☎7150－6308

　日本を代表するオペラ歌手・森麻季さん
によるソロリサイタルです。コロラトゥーラ
の類いまれな技術と、深い音楽性に裏打ち
された透明感のある歌声をお楽しみくださ
い。
■日3月12日㈯14時から(13時30分開場)
■所スターツおおたかの森ホール
▷出演＝森麻季(ソプラノ)、山岸茂人(ピアノ)
▷チケット代＝5,000円(税込み。全席指定)※未就学児の入場はできません。

■問スターツおおたかの森ホール☎7186－7638

ID 1004015

12月15日10時からチケット販売12月15日10時からチケット販売
森麻季 ソプラノ・リサイタル森麻季 ソプラノ・リサイタル

ⓒ：Yuji Hori

【チケットの購入方法】※チケット完売の場合、当日券販売はありません。
①窓口：スターツおおたかの森ホール
②ホームページ：スターツおおたかの森ホール、カンフェティ
③電話：カンフェティ（　  0120－240－540）※平日10時～18時

Vol.136Vol.136

管理栄養士として災害から市民を守る
日本栄養士会災害支援チーム（JDA－DAT）リーダー

避難所でのJDA－DATメンバーの服装

　「災害栄養専門の管理栄養士として、流山市ならではの新しい防災施策に貢献し
たいです」と笑顔で話すのは日本栄養士会災害支援チーム(以下、JDA－DAT)リー
ダーであり、今年度から流山市防災会議の委員を務める久保安裕美さん。
　久保さんは大学生時代に発生した東日本大震災をきっかけに災害栄養に関心を
持ち、管理栄養士としての実務経験や研修を経て、２０１９年にJDA－DATのリー
ダーになった。JDA－DATは、国内外で大規模な自然災害（地震、台風など）が発生
した場合、迅速に被災地の医療・福祉･行政栄養部門と協力して、緊急栄養補給物
資の支援など、栄養や食生活の面から状況に応じた被災地支援を行うことを目的
とする団体だ。
　災害時には食･栄養に関する事項は、優先度が後回しになる。特に、アレルギー食
や乳児食などの備蓄は不十分である可能性がある。その結果、災害時にせっかく避
難することができても、体調を悪化させるなどの二次災害が発生する恐れがある。
　だからこそ、大人も子どもも、災害時を想定して、日ごろから備えの意識を高め、
自宅でできることを体験する必要があると久保さんは考える。「体験は簡単なこと
からで構いません。例えば、家にある非常食をみんなで食べてみたり、夜に電気や
水を使わずに生活をしてみたりすると良いです。これはお子さんやお孫さんと一緒

に遊び感覚で行うと楽しくでき、効果も高くな
るのでおすすめです」と話す。災害時は避難所
に全てを頼ることができず、特に食に関しては
避難所で全てを賄うことは困難であり、自助努
力が重要だからである。
　また、久保さんは今年度から流山市防災会
議の委員を務めるにあたり、流山市は子育て
世代の人口が増えていることから、乳幼児の
いる家庭や妊婦を対象とした防災･災害対策
への取り組みが必要と感じている。「流山市は、
アレルギー食や乳児用液体ミルクを備蓄する
など、他市と比べ、先進的な対応を行っている
ように感じています。私の経験や知識で、今後
流山市の防災施策がより良いものになるよう
貢献したいです」と力強く話してくれた。

久保 安裕美さん（東初石在住、30歳）

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号の押し間違えのないようにお願いします。
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